



































冬 よりブルームを形成 し易いように思われる｡ それなのに､現実には晩秋に植物プラ
ンクトンの現存量が低 く､真冬になって卓越する｡ こうした-矛盾-はなぜ生 じるのだろ
うか ?｣｡
この疑問に対するひとつの解答は､捕食者の効果である｡ すなわち､晩秋には植物捕







二枚貝などの底生生物なのか ?2)か りに動物プランク トンが捕食者の中心だった場
合､原生動物のような ｢微小動物プランク トン｣(-100〃m)と ｢カイアシ類 ｣(-1





プランク トンの成長速度 と動物プランク トンによる捕食圧を求める｡ そして､晩秋 と
真冬でどの程度異なるのか明らかにする｡ 2)有明を代表する二枚貝 (アサリ､サルボ





つであったクリプ ト藻 (-15〃m)の成長速度は大きい (-0.7d-1)が､従属栄養性渦鞭毛
藻 (微小動物プランクトンの一種;-30FLm)による捕食は成長をしの ぐ｡2)珪藻の成長
速度はモーレツ高い (-1.Od-1)｡従属栄養性渦鞭毛藻は珪藻を捕食できない｡ しか し､
｢わむし｣ と ｢カイアシ｣(Oithona)が高濃度存在する場合､珪藻の成長は彼 らによる
捕食 とほぼつ り合 う｡ つまり､(有明では二枚貝による捕食が強調 されることが多い
が)動物プランクトンによる捕食圧 もかなり高いらしい｡3)これが例年のパターンな
のかは今後の重要課題となる｡
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